研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　職　種　　介護福祉士　　　氏　名　　庭田　太樹

	期　　間　　平成２１年　７月２２日　～　平成２１年　７月２４日

	出張目的　第20回全国介護老人保健施設大会in新潟

	出 張 先　朱鷺メッセ新潟

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体の考察】

「老健が創る新文明トキめく長寿社会をめざして」を大会テーマに第20回全国介護老人保健施設大会が新潟朱鷺メッセを主会場に、3日間の日程で開催された。いままで、青森県の介護老人保健施設大会には参加経験があったが、全国規模の研究発表会は初めてということで、決められた日程の中多くの事例の中から自分が見たいと思うものを絞ることに大変苦労した。それだけに、期待を持って臨んだ研修であったが、自分の体調管理の甘さから前日に風邪を引いてしまうという失態。千葉理事長を含め、研修参加の皆さんにご迷惑をかけてしまうという、最悪の状態で研修初日を迎えるのであった。早朝から電車を乗り継ぎ、新潟県に着いた頃にはすでに日も暮れ始めており、そのまま外食を済ませホテルに到着、この日は各自休息を取り翌朝会場に集合ということになった。その日の夜は最終日の２４日に発表を控えた谷地AOMの原稿の最終チェックやスライドの修正を手伝い研修初日を終えた。二日目からは、ようやく現地での発表会参加となった。前日からどの演題を見に行くか、調査をした上で参加したのだが、規模の大きさもさることながら、会場内の人数には驚かされた。
個人的に興味を持って講聴したのは、パネルディスカッションⅠで行われる「高齢者の尊厳を守る夢ある職場」をテーマにした内容だった。介護人材の人手不足と叫ばれ続けているが、実際に介護という仕事に情熱を持って就く方が多い中で、その離職率の高さは異常だと思う。介護難民という言葉も出てきてしまう程で、国策としては海外からの派遣を頼りにしているという話である。実際には、言葉や文化の違いからすでに断念して帰国している方もいると言われている。そもそも、戦後の高度成長期を支えてきたのは今の高齢者である。その方達を、我々日本人が支えることが出来ないこと事態が異常なのだと思う。
　その他、認知症に対する新たな取り組みの例も幾つか講聴する事ができたが、益々「根拠」と「個別ケア」が重要視されてきている。今までの「対応的ケア」から「根拠あるケア」へと移り変わり、「集団的ケア」から「個別ケア」へと推し進める動きを全国的に見る事ができたのは大変な収穫であった。
私が、現在いる3階にはほぼ目を離せない方が20名程いる。集団的なケアはほぼ無理というか無駄な事が良く分かってきてはいたが、個別に関わる為の方法論としての知識や経験がまだ私には足りなかった為に、管理者としてなかなか形として仕事を残せる事が出来ずにいた。今回、全国の様々な症例を通して、全てが運用できるわけではなかったが、同じ悩みだけではなく、高齢者ケアに対する熱い思いを同業者から感じ取る事ができたのも私にとって大きな力になったと思う。認知症ケアへの関わり方は絶対こうだ！という確証ある取り組みはこれからも出てはこないであろうと思う。だが、常に「これでいいいのだろうか？」という疑問と「人はこうあるべきだ」という自分なりの視点を持ち続け、専門的知識だけではなく、人間としての成長ができるよう日々研鑽が必要な仕事であると、改めて感じさせられた。
○７月２３日（木）・・2日目

【特別講演】会場：Ａ会場（朱鷺メッセ１階展示ホールＡ）
　講演者：厚生労働省老健局長　宮島　俊彦

　座　長：全国老人保健施設協会会長　川合　秀治
テーマ：「医療・介護改革の方向」

・2025年の地域包括ケアのイメージ

→できる限り住み慣れた地域で暮らし続ける
→自らの希望と選択でよりよいサービスを受けることができる

→施設・居住系サービスをスウェーデン並みに拡充する

→２４時間対応など多様な在宅サービスを提供する

→施設も地域に密着した小規模化、ユニットケアを進める

・地域包括ケアへのこれからの道筋

①財源の確保

②マンパワーの計画的養成・確保

③専門職種間の役割分担に関する制度の見直し

④サービス提供者間・多職種間の連携・ネットワークの仕組みの構築

⑤サービス供給体制

⑥サービスの質の評価

⑦診療報酬・介護報酬体系の見直し

＜介護改革の方向＞

・高齢者が安心して暮らし続ける事ができる住まいの整備に向けて

○背景

①高齢化の急速な進展（団塊世代が高齢期に到達）特に、一人暮らし高齢者や要介護高齢者が増加

②住宅のバリアフリー化の立ち遅れ、ケア付き住宅の不足

⇒住宅政策と福祉政策の連携が必要！！


　　　　　具体的には。。。

○今後の対応
高齢者向け賃貸住宅や有料老人ホームの計画的な整備を進める為、国土交通大臣と高齢労働大臣が共同して基本方針を策定
⇒基本方針を受けて、各都道府県において、各都道府県版の計画を策定


①高齢者向け優良賃貸住宅と介護関連施設（例：デイサービスセンター）等の一体的整備を推進

②住宅のバリアフリー化の推進

③公的賃貸住宅内の介護関連施設（例：デイサービスセンター）等の整備を推進

【考察】

50年後の日本の総人口の内の前期・後期高齢者の内訳と海外との比較を学ぶ事ができた。およそ、50年後には、６５歳以上の高齢者が全体の約４０％を占めている事には驚いた。50年後には自分は丁度介護サービスを受けている年齢に達しているが、それだけの人数を賄える程サービスの種類はあるだろうか？質的なものは大丈夫だろうか？というたくさんの不安を抱えてしまった。実際、海外（特にヨーロッパ）と比べて、日本のサービスの種類は少なくその財源も一定ではない。安心して老いを迎える事ができない現状である。さらに、自分の意志で死に場所も決められないという今の日本の医療・介護の世界では尚更である。今後の医療・介護の方向性を案じながらも、更に自分の専門性を高めて行こうと思えた。
【パネルディスカッション１】

テーマ：「高齢者の尊厳を守る夢ある職場」
座　長：漆原　彰（全国老人保健施設協会　名誉会長）

パネリスト：新島　良夫（財団法人　介護労働安定センター　理事長）

沖藤　典子（ノンフィクション作家）

平川　博之（全国老人保健施設協会　研修委員長）

多田　良　（介護老人保健施設グリーンヒル与板　介護統括主任）

・介護労働実態調査から見た雇用管理の実態

（１）高い離職率と低い定着率（就業1年未満の離職率は3割を占める）

（２）低い「賃金と社会的な評価」、高いストレス度（平均賃金21.5万円）

・作文コンクール作品に見る介護道

①介護の「よろこび」には、発見能力が必要・・・「これでいい？」「これがいい？」といつも模索している努力集団。そこからの発見

②一般生活に近づけることってどういうこと・・・「施設の常識、在宅の非常識」そこにある人間理解。

③やる気のある人を応援する雰囲気・・・「やらない」理由を発見させない集団の意志

・介護報酬に対する政治認識の低さー政治の意思決定

①賃金問題・・・最大の課題。将来への希望が見えない。人件費は「人権」費

②人員配置基準・・現場無視の基準による職員の疲弊。デートできない！

③キャリアアップの方向性・・一生おむつと入浴か？どう将来像を描く？

④女性職場への配慮・・産休・育休・保育園・学童保育など
⑤職場内人間関係・・・「上司に意見を言っても無駄」「能力や実績が認められていない」「介護の仕事そのものを辞めたい」「マニュアルがなくて行き当たりばったり」・・・負の循環

・職業間と人生観―介護は人間の老いの「糞尿の恐怖」と「飢え死の恐怖」を救う、人間の為の仕事

①詩人・耕治人「妻の体を通して出てきたものに、汚いものはない」・・・
人生最晩年にいる人への感性・・・奇跡の星に奇跡の出会い

②人生の先輩（利用者や上司）から何を学ぶのか

③仕事の達成感をどう得ていくか・・・“無力感”からの価値転換

④やっぱり「この仕事が好き」と思う瞬間をキャッチ

⑤職場は人生の故郷

最後に：介護は研究職。老健施設は、研究テーマの宝庫。

目を見開いて、生涯のテーマを発見し、学び続けよう！

○夢ある職場作りへの取り組み（ここ数年の全老健の主な動き）

平成19年度

・特別委員会「スタッフ雇用問題対策委員会」新設

・外国人スタッフ受け入れ検討部会　新設

・老健版「実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業班」　新設

・第18回全国介護老人保健施設大会　愛知

シンポジウム「愛と知の担い手は何処に」

・社会保障審議会介護給付費分科会「介護サービス事業の実態把握のためのワーキングチーム」のヒヤリング開催

・介護職員の生活を守る緊急署名活動始まる

・公開シンポジウム「改正介護福祉士法は日本を救うか？」

・「介護からの悲鳴」　刊行

平成20年度

・老健版「実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業」スタート

・「介護職員キャリアアップシステム導入マニュアル作成委員会」新設

・全老健リスクマネジャー資格試験実施
・職員基礎研修会・中堅職員研修会のプログラムに「スタッフのメンタルヘルス」を追加

・「介護職員の生活を守る署名」166万人収集関係大臣、省庁に届ける

・「介護職員の生活を守る緊急全国集会」日比谷野外音楽堂で開催老健関係者、支援者約3000人、国会議員約200人が参加

・第19回全国介護老人保健施設大会　京都

　厚生労働省大臣官房審議官特別講演「介護保険制度の現状と今後の展望」

川合会長の発言に会場から呼応する掛声と拍手

・介護分野における雇用管理モデル検討委員会に参加

・国際医療・福祉専門家受入れ支援協議会に参加

・作文コンクールを実施し「介護のよろこびを」刊行
平成21年度

・人材確保・育成対策委員会　新設

・介護従事者のキャリアアップシステム導入・活用推進のための事業班設置（予定）

・第20回全国介護老人保健施設大会　新潟

　パネルディスカッション「高齢者の尊厳を守る夢ある職場」

○夢ある職場作りへの今後の取り組み

①実践型人材養成システム普及事業から得たもの

②老健版キャリアアップモデルの実現に向けて

③その他

【考察】

「３Ｋ」あるいは「５Ｋ」と言われ続けている仕事だが、この仕事が好きだ！という想いで続けている方はたくさんいるであろう。だが、家庭を持つ人（特に男性）にとっては過酷な労働であることには変わりない事実である。まず、賃金の低さであろう。介護福祉士の資格を持っていて、この介護の世界から離れた数は計り知れない。その大きな理由が、過酷な労働に見合っていない賃金の低さだと思われる。
もう一つの大きな理由としては、採用後のキャリアアップシステムの機会が少ないことや、「介護」という仕事の特色から、ゴールが見えずらい事によって、在職を阻まれることもあると思われる。

高齢者の尊厳を守る為にも、会社（組織）としてのスタッフマネジメント（メンタルヘルス）は今後さらに重要とされているが、待っているだけでなく、個人的に各研修会に参加したり、文献やインターネットを利用して情報を収集する事も必要だと私は思う。そうして、培われた技術や経験を次の若いスタッフや新たに介護の世界に飛び込んで来た方達に、分かりやすく伝える事が私の次のステージではないかと思う。それぞれの会社（組織）に理念はあると思うが、自分なりの理念（考え方）も必要だなと改めて考えさせられた。
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